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立
を
求
め
る
。
ま
た
、
排
せ
つ
支
援

を
行
っ
て
い
る
施
設
で
は
安
眠
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
夜
間
は
お
む
つ
を

使
用
し
て
い
る
が
、
今
改
定
で
の
排

せ
つ
支
援
加
算
で
は
十
分
評
価
さ
れ

な
い
。
要
件
の
見
直
し
を
検
討
し
て

ほ
し
い
」

安
江
副
会
長「
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

の
配
置
基
準
が
未
だ
2
名
の
ま
ま
。

ケ
ア
の
質
向
上
の
た
め
、
全
ユ
ニ
ッ

ト
に
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
受
講
し
た
者

を
配
置
す
る
基
準
に
し
て
ほ
し
い
」

土
生
老
健
局
長
「
今
回
の
改
定
の

受
講
の
義
務
化
な
ど
を
要
望

決
議
文
の
提
出
に
は
赤
枝
会
長
を

は
じ
め
、
安
江
紀
子
副
会
長
、
田
伏

清
副
会
長
、
佐
々
木
亀
一
郎
全
国
個

室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
政
治
連
盟

代
表
が
同
行
し
、
土
生
老
健
局
長
と

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
主
な
意
見
交

換
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。

赤
枝
会
長
「
限
ら
れ
た
人
数
で
良

い
ケ
ア
を
す
る
に
は
職
員
教
育
が
大

事
。
任
意
受
講
と
な
っ
て
い
る
管
理

者
研
修
の
義
務
化
と
研
修
体
系
の
確

赤
枝
会
長  

研
修
体
系
の
確
立
な
ど
を
要
望

老
健
局
長  

次
に
向
け
意
見
交
換
を
表
明

検
証
を
行
い
、
次
に
向
け
て
各
団
体

と
の
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
財
源

の
問
題
も
考
え
つ
つ
、
具
体
的
に
ど

う
す
る
か
決
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

加
算
に
つ
い
て
は
現
場
で
の
効
果
を

見
な
が
ら
、
見
直
し
て
い
く
」

田
伏
副
会
長
「
人
材
不
足
の
介
護

業
界
の
弱
み
に
付
け
込
む
悪
質
な
人

材
派
遣
業
者
が
多
い
。
法
な
ど
で
規

制
で
き
な
い
も
の
か
」

土
生
老
健
局
長
「
事
業
者
の
認
定

や
手
数
料
の
規
制
な
ど
に
つ
い
て
は

職
業
安
定
局
の
担
当
だ
が
、
老
健
局

も
問
題
意
識
は
共
有
し
て
い
る
」

　

10
月
4
日
、
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
、
赤
枝

眞
紀
子
会
長
）
の
赤
枝
会
長
ら
4
名
が
厚
生
労
働
省
老
健
局
に
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
完
全
実
施
決
議
文
を
提
出
し
た
。
赤
枝
会
長
は
研
修
体
系
の
確
立
や
排
せ

つ
支
援
加
算
の
要
件
見
直
し
な
ど
の
検
討
を
要
望
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、

厚
労
省
の
土
生
栄
二
老
健
局
長
は
「
今
回
の
改
定
の
検
証
を
行
い
、
各
団
体

と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
次
に
向
け
て
考
え
て
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
完
全
実
施
決
議
文

平
成
十
五
年
に
新
型
特
養
と
し
て
制

度
化
さ
れ
、
既
に
十
八
年
が
経
過
し
た

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
約
五
割
を
占
め

る
ほ
ど
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
目
標
と
す
る
七
割
に
は
ま
だ
開
き

が
あ
る
も
の
の
、
過
半
数
を
目
前
に
し

た
今
、
改
め
て
問
わ
れ
る
の
は
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
の
質
で
あ
り
、
ま
た
、
改
め
て

評
価
さ
れ
る
べ
き
は
そ
の
機
能
で
あ
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
は
、
主
と
し
て
ユ

ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
に
よ
り
質
が
担

保
さ
れ
て
い
る
が
、
研
修
制
度
開
始
以

来
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
受
講
者
に
つ
い
て

は
一
施
設
二
名
の
暫
定
配
置
、
ま
た
、

管
理
者
研
修
に
つ
い
て
は
、
任
意
受
講

の
ま
ま
据
え
置
か
れ
て
い
る
。
今
こ
そ

不
完
全
な
状
況
か
ら
脱
却
し
、
質
向
上

の
た
め
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
体
系
の

確
立
を
求
め
る
。

加
え
て
、
令
和
三
年
度
の
報
酬
改
定

で
は
、
L
I
F
E
の
説
明
に
お
い
て
、

「
介
護
の
場
は
、
高
齢
者
等
の
生
活
の

場
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、（
略
）、
利
用

者
の
社
会
参
加
、
食
事
の
方
法
、
排
泄

の
方
法
、
日
中
の
過
ご
し
方
、
本
人
の

意
思
の
尊
重
、
本
人
の
主
体
性
を
引
き

出
す
よ
う
な
ケ
ア
の
提
供
方
法
等
に
つ

い
て
、（
略
）
検
討
を
進
め
て
い
く
。」

と
し
、
あ
た
か
も
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
こ

れ
か
ら
検
討
す
る
か
の
よ
う
な
説
明
が

な
さ
れ
て
い
る
。
排
せ
つ
支
援
加
算
で

の
日
中
お
む
つ
外
し
の
低
評
価
、
質
の

向
上
策
無
い
ま
ま
の
ユ
ニ
ッ
ト
定
員
の

大
規
模
化
に
よ
る
効
率
化
の
推
進
等
、

こ
れ
ま
で
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
取
組
が

揺
ら
い
で
い
る
と
の
印
象
を
受
け
か
ね

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

二
十
一
世
紀
に
入
り
、
豊
か
な
長
寿

社
会
が
形
成
さ
れ
る
中
で
、
人
生
の
集

大
成
を
迎
え
る
施
設
で
の
生
活
は
、
利

用
者
皆
、
満
足
感
に
満
ち
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
各
施
設
は
こ
の
た
め

に
、
尊
厳
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

し
、
地
域
社
会
と
共
に
高
齢
化
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

改
め
て
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の

あ
る
べ
き
姿
を
、
生
活
支
援
の
視
点
か

ら
個
別
の
介
護
の
在
り
方
に
ま
で
、
目

標
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め

る
。
併
せ
て
、そ
の
目
標
到
達
に
向
け
、

各
施
設
が
取
り
組
む
べ
き
道
筋
を
示
す

こ
と
を
求
め
る
。

最
後
に
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
全
国
の
介
護
施
設
等
で
大
規
模
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
す
る
中
、
個
室
ユ
ニ
ッ

ト
型
施
設
は
こ
れ
を
防
止
し
て
い
る
。

こ
の
実
態
を
今
後
の
検
証
で
詳
ら
か
に

し
、感
染
症
対
策
の
面
で
の
個
室
ユ
ニ
ッ

ト
型
施
設
の
再
評
価
と
個
室
ユ
ニ
ッ
ト

型
施
設
の
整
備
促
進
を
求
め
る
。

今
般
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
・
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
推
進
す
る
も
の
が
一
堂

に
会
し
て
、
改
め
て
そ
の
意
義
を
確
認

し
、
要
介
護
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
右
決
議
す
る
と
共
に
、
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
が
二
十
一
世
紀
の
介
護
ス
タ
イ

ル
と
し
て
広
く
社
会
に
定
着
す
る
こ
と

を
進
め
て
い
く
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

　

一
般
社
団
法
人

　

全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
協
議
会

◆【岩手】こはく苑（特養）
（福）琥珀会
理事長 田代文雄
施設長 田代誠
久慈市小久慈町 19-118-1

◆【秋田】ぐるーぷほーむせきがみ　
（医）寿光会
理事長 佐々木亨
管理者 安保春美
鹿角市十和田大湯字前田 29

◆【群馬】小泉の杜（特養）
（福）和会
理事長 原和隆
施設長 井上恵美子
伊勢崎市田部井町 3 丁目 2017-2

◆【埼玉】あすなろの郷浦和（特養）
（福）あすなろ会
理事長 籠島延隆
施設長 前園徹
さいたま市緑区大字三室 3029-3

◆ 【石川】金澤五番丁（特養）
（福）眉丈会
理事長 加中英喜
施設長 櫛木敏子
金沢市下本多町五番丁１４番地

入会施設のご紹介

【会員施設数】　３９０施設
　（令和３年 10 月 5 日現在）

土生老健局長に決議書を手渡す赤枝会長

推進協 ユニットケア完全実施決議文を厚労省へ提出

厚労省との意見交換
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個
室
化
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
鬼
木
事
務
次
長
】
少
子
高
齢
化
な
ど

課
題
は
多
い

が
利
用
者
や

ご
家
族
、
従

業
者
な
ど
に

明
る
い
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
せ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

【
三
宅
議
員
】
自
身
の
両
親
も
施
設

で
お
世
話
に

な
っ
て
い

る
。
一
緒
に

学
び
な
が

ら
、
ユ
ニ
ッ

ト
型
施
設
の
推
進
に
努
め
た
い
。

【
自
見
議
員
】
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の

感
染
対
策
は

素
晴
ら
し

い
。
ユ
ニ
ッ

ト
型
個
室
の

重
要
性
を
訴

え
、
推
進
し
て
い
き
た
い
。

【
木
村
前
参
議
院
議
員
】
コ
ロ
ナ
で

ユ
ニ
ッ
ト
型

個
室
の
あ

り
が
た
み
が

よ
り
明
確
に

な
っ
た
。
ユ

ニ
ッ
ト
型
個
室
の
推
進
は
重
要
な
コ

ロ
ナ
対
策
の
一
つ
だ
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク

ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
が
進
む
べ
き
道

感
染
症
に
も
強
い
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
を
推
進

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
完
全
実
施
決
議
大
会
に
２
０
０
人

に
つ
い
て
、
5
名
の
話
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
訴
え
た
。

江
澤
和
彦
氏

（
日
本
医
師
会
常
任
理
事
）

「
報
酬
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
と　
　
　

　
　
　
　

今
後
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
」

令
和
3
年
度

の
介
護
報
酬

改
定
で
努
力

義
務
と
な
っ

た
看
取
り
や

管
理
栄
養
士
の
配
置
な
ど
の
加
算
は

い
ず
れ
も
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

今
後
、
義
務
化
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
。
新
設
さ
れ
た
自
立
支
援
促
進
加

算
の
取
得
は
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
実
施

し
て
い
る
施
設
が
最
短
距
離
に
あ
る
。

質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

加
算
を
取
得
で
き
る
施
設
が
増
え
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

山
田
尋
志
氏

（
リ
ガ
ー
レ
暮
ら
し
の
架
け
橋 

理
事
長
）

「
法
人
連
携
に
よ
り　
　
　
　
　
　

　
　
　

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
推
進
を
」

小
規
模
法
人

に
は
3
つ
の

課
題
「
①
サ
ー

ビ
ス
管
理
や

人
材
育
成
な

ど
を
推
進
す
る
専
門
職
の
確
保
が
難

し
い
」「
②
広
報
な
ど
外
部
へ
の
発
信

力
が
弱
い
」「
③
災
害
感
染
対
策
や
貢

献
事
業
な
ど
1
つ
の
法
人
で
で
き
る

こ
と
の
限
界
」
が
あ
る
。
し
か
し
、

7
法
人
が
連
携
し
て
出
資
し
、
人
材

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
部
門
の
設
立
や

専
門
職
員
の
採
用
、
共
同
契
約
・
共

同
購
入
を
行
う
な
ど
し
て
、
共
同
で

解
決
し
て
き
た
。
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養

は
共
に
連
携
し
、
地
域
を
支
え
る
施

設
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

松
田
昇
氏

　
（
一
般
社
団
法
人
わ
た
い
ば
代
表
理
事
）

「
故
外
山
義
の
目
指
し
た　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア 

」

　

８
月
31
日
、
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
の
「
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
完
全
実
施
決
議
大
会
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
人
が

参
加
し
た
。
赤
枝
会
長
は
「
原
点
を
振
り
返
り
、
感
染
症
に
も
強
い
ユ
ニ
ッ

ト
型
個
室
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
願
い
を
結
集
し

強
く
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。
来
賓
挨
拶
で
は
個
室
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議
員
連
盟
（
ユ
ニ
ッ
ト
議
連
）
の
中
村
裕
之
事
務
局
長

ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
介
護
保
険
委
員
会
か
ら
の
報
告

に
続
き
、
決
議
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
採
択
さ
れ
た
。
＝
決
議
文
は
1
面
参
照
。

高 い 質 を 目 指 す 施 設 の 願 い を 結 集 （ 赤 枝 会 長 ）
開
会
式　

議
員
ら
が
祝
辞

赤
枝
会
長
は
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室

の
制
度
が
創
設
し
て
19
年
が
経
過
し
、

こ
の
間
に
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
原
点
を

振
り
返
り
、
高
い
質
の
ケ
ア
を
提
供

で
き
、
感
染
症
に
も
強
い
ユ
ニ
ッ
ト

型
個
室
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
い
。

そ
し
て
、
高
い
質
を
目
指
す
施
設
の

願
い
を
結
集
し
、
強
く
推
進
し
て
い

き
た
い
」
と
開
会
挨
拶
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
ユ
ニ
ッ
ト
議
連
の

中
村
事
務
局
長
（
衆
議
院
・
北
海
道

4
区
）、鬼
木
誠
事
務
次
長
（
衆
議
院
・

福
岡
2
区
）、三
宅
伸
吾
氏
（
参
議
院
・

香
川
）、
自
見
は
な
子
氏
（
参
議
院
・

比
例
代
表
）、
木
村
よ
し
お
前
参
議
院

議
員
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

来
賓
挨
拶
（
要
旨
）

【
中
村
事
務
局
長
】
コ
ロ
ナ
で
ユ
ニ
ッ

ト
型
が
感
染

防
止
に
も
強

い
こ
と
が
立

証
さ
れ
た
。 赤枝眞紀子会長

入
居
者
の
重

度
化
、
介
護
給

付
費
の
抑
制
、

人
手
不
足
、
感

染
症
対
応
な

ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
。
し
か
し
、
外
山
先
生
が
命
懸

け
で
日
本
に
定
着
さ
せ
た
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
。
逆
行
し
て
施
設
を
再
び
集
団

ケ
ア
を
行
う
入
れ
物
に
し
て
は
な
ら

な
い
。
記
録
や
見
守
り
シ
ス
テ
ム
な

ど
を
利
用
し
て
効
率
化
す
る
こ
と
で

得
ら
れ
た
時
間
を
活
用
し
、
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

松
本
均
氏

（
横
浜
市
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
団
事
務
局
長
）

「
自
治
体
か
ら
見
た

ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
課
題
と
期
待 

」

ユ
ニ
ッ
ト

型
個
室
は
多

床
室
と
比
べ

る
と
感
染
拡

大
を
封
じ
込

め
や
す
い
点
で
優
位
だ
。
そ
の
一
方

で
利
用
料
が
高
い
、
生
活
感
の
無
い

形
だ
け
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
が
行
わ
れ

て
い
る
施
設
も
あ
る
―
と
い
っ
た
課

題
も
あ
る
。
私
た
ち
は
「
ユ
ニ
ッ
ト

型
だ
と
低
所
得
者
が
入
れ
な
い
か
ら

多
床
室
を
作
る
べ
き
だ
」
と
い
う
考

え
に
な
ら
な
い
よ
う
個
室
ユ
ニ
ッ
ト

の
重
要
性
を
説
い
た
り
、
利
用
者
に

と
っ
て
魅
力
的
な
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養

を
作
っ
て
自
治
体
に
ｐ
Ｒ
し
て
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
努
力
が
必
要
だ
。

稲
庭
千
弥
子
氏

　
（
友
遊
会 
理
事
長
）

「
歴
史
を
振
り
返
っ
て
改
め
て
考
え
る

　
　

こ
れ
か
ら
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア 

」

今
か
ら
40
年

前
―
医
師
に

な
り
た
て
の

私
は
、
ス
パ
ゲ

テ
ィ
症
候
群
、

多
剤
併
用
な
ど
当
時
の
治
療
ケ
ア
の

在
り
方
に
疑
問
を
抱
い
た
。
そ
こ
で
、

老
健
、
全
国
初
の
認
知
症
病
棟
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
開
設
し
、
よ
り
良

い
治
療
ケ
ア
や
環
境
を
模
索
し
た
り
、

厚
生
省
と
共
に
欧
州
の
施
設
を
訪
れ

研
究
し
た
り
し
た
。
そ
う
す
る
中
で

ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
必
要
性
に
た
ど

り
着
い
た
。
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
を
推

進
す
る
た
め
に
、
質
の
高
い
魅
力
あ

る
選
ば
れ
る
施
設
づ
く
り
が
必
要
だ
。

介
護
保
険
委
員
会
か
ら
の
報
告

続
い
て
、
介
護
保
険
委
員
会
（
藤

村
二
朗
委
員
長
・
久
住
会
理
事
長
）

の
各
委
員
が
報
酬
改
定
に
よ
る
加
算

や
人
材
不
足
の
状
況
下
、
施
設
が
抱

え
る
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

無
資
格
未
経
験
介
護
人
材
の
育
成

を
加
算
が
阻
害
す
る
〈
広
嶋
稔
之
委

員
（
照
陽
会
・
み
ん
な
と
暮
ら
す
町 

施
設
長
）〉
新
卒
の
介
護
福
祉
士
の
確

保
が
難
し
い
状
況
下
、
未
経
験
や
無

資
格
者
を
採
用
し
て
育
成
し
よ
う
と

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
介
護
福
祉
士
割

合
が
下
が
り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

加
算
が
取
得
で
き
な
く
な
る
。
人
件

費
は
か
か
る
の
に
収
益
が
下
が
っ
て

し
ま
う
。
改
善
を
訴
え
た
い
。

人
材
不
足
へ
の
抜
本
的
対
策
～
生

産
性
向
上
に
向
け
て
〈
八
木
勲
委
員

（
豊
中
福
祉
会
・
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
条

南
苑 

専
務
理
事
）〉　

※
資
料
提
供	

地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
特
養
の

役
割
低
下
問
題
〈
若
月
剛
治
委
員
（
春

生
会
・
あ
さ
ひ
が
丘 

施
設
長
）〉
入

居
要
件
が
要
介
護
度
3
以
上
に
な
っ

て
地
域
に
お
け
る
特
養
の
役
割
が
低

下
し
た
。
一
方
、
受
け
皿
不
足
で
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
介
護
離
職
は
さ
ら

に
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
社
福
軽
減

の
１
０
０
％
実
施
や
地
域
支
援
に
取

り
組
み
、
地
域
の
利
用
者
を
支
え
た

い
。
国
に
は
入
居
要
件
を
１
以
上
に

戻
す
よ
う
働
き
か
け
た
い
。

利
用
者
不
足
に
つ
い
て
〈
西
慶
二

郎
委
員
（
聖
心
会
・
明
尽
苑 

施
設
長
）〉

千
葉
県
は
後
期
高
齢
者
の
増
加
率
が

全
国
一
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
待

機
者
不
足
、
利
用
者
不
足
に
陥
っ
て

い
る
。
特
養
の
4
段
階
の
費
用
負
担

よ
り
も
安
い
有
料
や
サ
高
住
が
3
割

近
く
あ
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
の
評
価
項
目

に
あ
る
こ
と
を
既
に
行
っ
て
い
る
ユ

ニ
ッ
ト
型
個
室
の
高
い
評
価
を
望
む
。

採
用
の
困
難
さ
。
派
遣
・
紹
介
事

業
の
高
コ
ス
ト
問
題
〈
熊
井
亨
委
員

（
元
気
村
・
こ
う
の
す
タ
ン
ポ
ポ
翔
裕

園 

施
設
長
）〉
人
材
紹
介
事
業
者
を

介
し
て
採
用
し
た
職
員
は
、
突
然
来

な
く
な
る
、
体
調
不
良
で
勤
務
で
き

な
く
な
る
、
更
新
時
期
に
な
る
と
辞

め
る
と
い
っ
た
人
が
半
数
を
占
め
る
。

紹
介
手
数
料
も
想
定
年
収
の
3
割
程

度
と
高
コ
ス
ト
。
1
時
間
程
度
の
面

接
で
見
極
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
業

界
全
体
で
登
録
ス
タ
ッ
フ
の
質
の
担

保
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
だ
。

排
せ
つ
支
援
加
算
の
改
悪
〈
上
田

か
な
委
員
（
樹
陽
会 

理
事
長
）〉
排

せ
つ
支
援
加
算
は
報
酬
改
定
後
、
最

も
高
い
評
価
を
得
る
に
は
夜
間
も
お

む
つ
を
外
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
安
眠
の

妨
げ
に
な
り
現
実
的
で
な
い
。
し
か

も
改
定
前
は
月
１
０
０
単
位
だ
っ
た

の
が
20
単
位
と
な
り
、
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
ら
な
い
。
お
む

つ
や
パ
ッ
ド
を
使
わ
な
い
こ
と
を
評

価
す
る
の
で
は
な
く
、
取
り
組
む
姿

勢
や
過
程
を
評
価
し
て
ほ
し
い
。

藤
村
委
員
長
に
よ
る
総
括

各
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
取
り
組
み

や
方
向
性
が
ず
れ
る
こ
と
で
質
の
低

下
を
招
き
、
報
酬
上
の
評
価
が
減
少

す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
以
下
の
３
つ
の
視
点

が
重
要
だ
。
①
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
質

向
上
の
た
め
の
研
修
体
系
の
確
立
②

ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
あ
る
べ
き
姿
を

目
標
と
し
て
明
確
化
③
目
標
到
達
に

向
け
て
施
設
が
取
り
組
む
べ
き
道
筋

の
明
示
。
―
こ
れ
ら
を
決
議
の
中
心

に
据
え
た
い
。


